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  2020年8月31日 
 

【R&Iグリーンボンドアセスメント】 

リニューアブル・ジャパン株式会社 

RJ再生可能エネルギープロジェクトボンドⅦ 受益権/ABL 

（高圧完工ポートフォリオ12プロジェクト）  ：GA1 本評価  
 

格付投資情報センター(R&I)は上記のR&Iグリーンボンドアセスメント：GA1（本評価）を公表しま

した。 
R&I は予備評価を 2020 年 6 月 30 日に公表しており、今回予備評価を本評価に切り替えました。 
 

【対象債券の概要】 

名称 
RJ 再生可能エネルギープロジェクトボンドⅦ 受益権/ABL 

（高圧完工ポートフォリオ 12 プロジェクト） 

ボンド受託者 日立キャピタル信託㈱ 

ｽﾎﾟﾝｻｰ兼ｱｾｯﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ リニューアブル・ジャパン㈱ 

発行額 
受益権：95 億円、ABL：50 億円 

（総額 145 億円） 
R&I グリーンボンド 

アセスメント 
GA1（本評価） 

発行日 2020 年 8 月 31 日 

償還日 2040 年 8 月 20 日 

 
R&I は、本グリーンボンドおよびグリーンローン（以下総称して、グリーンボンド等）の確定した発

行額や期間等を踏まえ、本グリーンボンド等がリニューアブル・ジャパンの定めたグリーンボンドフレ

ームワークに則ったものとなっていることを確認し、GA1（本評価）を付与した。 
 
評価の詳細は、添付の 2020 年 6 月 30 日付 R&I グリーンボンドアセスメント（GA1（予備評価）、

セカンドオピニオン）を参照。 
 
 
R&I グリーンボンドアセスメントは、信用格付業ではなく、金融商品取引業等に関する内閣府令第 299
条第 1 項第 28 号に規定される関連業務（信用格付業以外の業務であって、信用格付行為に関連する業

務）です。当該業務に関しては、信用格付行為に不当な影響を及ぼさないための措置と、信用格付と誤

認されることを防止するための措置が法令上要請されています。 
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2020年6月30日 
 

【R&Iグリーンボンドアセスメント】 

リニューアブル・ジャパン株式会社 

RJ再生可能エネルギープロジェクトボンドⅦ 受益権/ABL 

（高圧完工ポートフォリオ12プロジェクト）     ：GA1 予備評価 

：セカンドオピニオン 
（セカンドオピニオンとは、グリーンボンド原則等への適合性に関する意見です。） 

 

格付投資情報センター(R&I)は上記のR&Iグリーンボンドアセスメント（GA1（予備評価）、セカン

ドオピニオン）を公表しました。 
 

【対象債券の概要】 

名称 
RJ 再生可能エネルギープロジェクトボンドⅦ 受益権/ABL 

（高圧完工ポートフォリオ 12 プロジェクト） 

ボンド受託者 日立キャピタル信託㈱ 

ｽﾎﾟﾝｻｰ兼ｱｾｯﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ リニューアブル・ジャパン㈱ 

発行額 143 億円（予定） 

R&I グリーンボンド 
アセスメント 

GA1（予備評価） 

発行日 2020 年 7 月 31 日（予定） 

償還日 2040 年 8 月 20 日（予定） 

 
【概要】 

リニューアブル・ジャパン（以下RJ）は、太陽光発電を主力とする再生可能エネルギー発電所の開発、

運営事業者。これまで日本国内に102カ所の稼働済太陽光発電所実績（2020年5月末時点）を有し、一部

の開発案件では自らEPC業務を担うなど、太陽光発電事業において高い専門性、豊富な実績を有する。 
RJは、グリーンボンド原則（Green Bond Principles）等の4基準である、調達資金の使途、プロジェ

クトの評価と選定のプロセス、調達資金の管理、レポーティングに関する対応方針であるグリーンボン

ドフレームワークを策定しており、今般、当社が開発中の太陽光発電所の建設資金及び既に運転開始し

ている太陽光発電所の取得資金として、当該フレームワークに基づき発電事業者SPCを通じてグリーン

ボンド（信託受益権）およびグリーンローン（ABL）の発行を検討している。 
なお、本件は本プロジェクト専用のSPCを設立し、事業を進めていくプロジェクトファイナンス案件

である。評価対象であるグリーンボンドおよびグリーンローン（以下総称して、グリーンボンド等）は、

本プロジェクトを裏付けに発行されため、本グリーンボンドフレームワークおよびグリーンボンド等の

評価にあたっては、本プロジェクトを実質的に遂行、運営するスポンサー兼アセットマネージャー（以

下、AM）であるRJを発行体の位置付けで評価した。 
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【R&Iグリーンボンドアセスメント】 

R&Iは、R&Iグリーンボンドアセスメントに定める評価方法に従い、本グリーンボンド等の調達資金

が環境問題の解決に資する事業に投資される程度が非常に高いと判断し、GA1（予備評価）を付与した。

なお、本件は予備評価であり、最終的な発行内容などを確認し、改めて評価を行う。 
 

【グリーンボンド原則等に適合する旨のセカンドオピニオン】 

また、グリーンボンドフレームワークがグリーンボンド原則20181およびグリーンローン原則2（以下

総称して、グリーンボンド原則等）に則ったものである旨のセカンドオピニオンを提供する。 
なお、今回発行を予定している本グリーンボンド等について、債券の発行額や期間、具体的な対象事

業・資産の内容や充当スケジュール等の内容を踏まえ、本フレームワークに則ったものとなっているこ

とを確認している。 
 

【評価理由】 
 本グリーンボンド等で調達された資金は、開発中の太陽光発電所の建設資金及び既に運転開始して

いる太陽光発電所の取得資金に充当される。当該発電所の所在地は、鹿児島、三重、長野、静岡、

茨城、栃木、福島、岩手の 12 箇所（詳細は、後述の「12 サイトの所在地」参照）あり、その全て

の発電所で、RJ がスポンサー兼 AM を務める。資金使途は再生可能エネルギー発電事業である。

十分な環境改善効果（CO2 削減効果）が見込める事業であることや、取得時又は開発時において環

境影響への配慮がなされていることから、環境問題の解決に資する度合いは高いと判断した。 
 本グリーンボンド等の対象事業の選定は、営業部が中心となり、関連する各部門と協議したうえで

事業計画を立案し、経営会議にて決裁され、組織的な選定プロセスを経ている。また、本プロジェ

クトは、RJ の経営理念「持続可能なエネルギーを届け、生き生きと暮らせる未来を実現する」こと

や環境方針である「低炭素社会への貢献」に則ったものとなっている。 
 本プロジェクト総額は本グリーンボンド等による調達資金を上回っている。また調達後直ちに、12

サイトの太陽光発電所の取得資金として充当される。 
 未充当資金は、プロジェクト SPC の専用口座に預金で管理される。引き出しを行う際は、前提条件

（CP）充足の確認を経たうえで行われ、厳密に管理される。投資家に対しては、定期的なプロジェ

クトの進行状況の報告がなされ、資金の充当状況については、必要な承諾を得るとともに充当状況

の報告がなされる予定である。 
 レポーティングについては年に一度、RJ の CSR レポートまたはホームページにおいて、各回号の

プロジェクトごとに、資金充当状況と CO2 削減量等が開示される予定である。 
 RJ は、太陽光発電所を主力とする再生可能エネルギー施設の開発・運営事業を通じて低炭素社会の

実現に積極的に取り組んでいる。 
 

   
   

R&Iグリーンボンドアセスメントは、信用格付業ではなく、金融商品取引業等に関する内閣府令第299
条第1項第28号に規定される関連業務（信用格付業以外の業務であって、信用格付行為に関連する業務）

です。当該業務に関しては、信用格付行為に不当な影響を及ぼさないための措置と、信用格付と誤認さ

れることを防止するための措置が法令上要請されています。  

                                                  
1  ICMA（International Capital Market Association）が策定、運営するGreen Bond Principles（GBP）の2018年版 
2  LMA（Loan Market Association）、APLMA（Asia Pacific Loan Market Association）が2018年3月に策定し、LSTA

（Loan Syndications and Trading Association）も参画して運営するGreen Loan Principles（GLP） 
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■ スポンサー兼アセットマネージャー（リニューアブル・ジャパン）の概要 
リニューアブル・ジャパン（RJ）は、2012 年に設立された独立系の再生エネルギー専業事業者。太

陽光発電を中心として、風力・バイオマスなど電源の多様化にも取り組む。 
これまで日本国内に 102 カ所の稼働済太陽光発電所実績（2020 年 5 月 1 日時点）を有し、一部の開

発案件では自ら EPC 業務を担うなど、太陽光発電事業における専門性や実績を有している。直近の

10MW 以上規模の発電所としては、三重鳥羽太陽光発電所が竣工した（2019 年 12 月、約 13.29MW）。

また、太陽光発電と小麦・大麦の栽培を両立する営農型発電（ソーラーシェアリング）事業を行うため

の太陽光発電所（岩手県一関市吉高太陽光発電所および一関市鈴ヶ沢太陽光発電所。2 発電所で計

5.3MW）の建設、運営を他社と協働で手掛けるなど先進的な取り組みを行っている。 
RJ は、再生可能エネルギー発電施設を重点投資対象とする日本再生可能エネルギーインフラファンド

投資法人のスポンサーでもある。同投資法人の資産運用は、RJ の子会社であるアールジェイ・インベス

トメントが「サステナビリティ方針」を策定したうえで行っており、RJ グループ全体で投資運用面を含

め再生可能エネルギーの普及に努めている。 
日本再生可能エネルギーインフラファンド投資法人は、2017 年 3 月に東証インフラファンド市場に上

場した。2019 年 2 月に 10 件の太陽光発電所（パネル出力約 16.8MW）を取得し、2020 年 1 月 31 日時

点のポートフォリオは全 46 件の太陽光発電所（パネル出力約 88.7MW）から構成されている。同投資

法人は、2017 年に実施された GRESB（Global Real Estate Sustainability Benchmark）インフラスト

ラクチャーに日本のファンドとしては初めて参加し、ファンドの総合評価において「再生可能エネルギ

ー」ピアグループの参加 10 ファンド中 3 位、2018 年は同 11 ファンド中 6 位の評価を得た。また、同

投資法人が保有する一関市金沢太陽光発電所は、グローバルの相対評価による GRESB レーティングに

おいて 2017 年、2018 年の 2 年連続で 3 スター（最上位は 5 スター）、アジアで 8 太陽光発電所中 3 位

を取得。2018 年には、伊勢市柏町西ノ野太陽光発電所も参加し、同 3 スター、アジアで 8 太陽光発電所

2 位を取得している。 
RJ では、「持続可能なエネルギーを届け、生き生きと暮らせる未来を実現する」ことを経営理念とし

て掲げており、当該理念や同社の環境方針に基づき、再生エネルギー専業事業者として、再生可能エネ

ルギーの普及を通じた低炭素社会の実現に取り組んでいる。 
RJ は、こうした取組みの一環として、2018 年にグリーンボンドフレームワークを作成し、表１のグ

リーンボンド（又はグリーンローン）を発行した。今般、同フレームワークを強化した上で、グリーン

ボンド等の発行を検討している。同社が継続的に環境事業を推進していくうえで、グリーンボンド等の

発行は、様々なステークホルダーに対し同社事業への理解を深めてもらい、賛同を得るうえにおいても

貢献するものと考えている。 
 
 

発行日 案件名称 
2019 年 2 月 RJ 再生可能エネルギープロジェクトボンドⅢ 受益権/ABL 

（北海道登別市 MS 発電所） 
2019 年 6 月 RJ 再生可能エネルギープロジェクトボンドⅣ 受益権/ABL 

（八戸市是川太陽光発電所） 
2019 年 11 月 RJ 再生可能エネルギープロジェクトボンドⅥ 受益権/ABL 

（東濃スーパー・ジェネレーション太陽光発電所） 
2019 年 12 月 RJ 再生可能エネルギープロジェクトボンドⅤ 受益権/ABL 

（高圧完工ポートフォリオ 10 プロジェクト） 
表 1 
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■ グリーンボンドフレームワーク（RJ グリーンボンド）の概要 
 
リニューアブル・ジャパンは、グリーンボンド等の発行に当たり、グリーンボンド原則（Green Bond 

Principles）等の4基準である、調達資金の使途、プロジェクトの評価と選定のプロセス、調達資金の管

理、レポーティングに関する発行体の対応方針であるグリーンボンドフレームワークを作成した。本フ

レームワークの概要は、以下の通りである。 
 

1. 調達資金の使途 ： Use of Proceeds 

 グリーンボンド等の調達資金は、以下の選定基準を満たす事業に充当される予定である。 

事業区分 事業概要 

再生可能エネルギー 太陽光発電所、風力発電所、バイオマス発電所等 

 

 対象事業は、RJが取り組む再生可能エネルギー事業である。現在主力とする太陽光発電を軸に、将

来的には風力やバイオマスなどにアセットクラスを拡充していくことを想定している。 
 プロジェクトファイナンス形式で資金調達を行うため、調達資金は発電事業者SPCにかかる支出に

充当する。具体的には、再生可能エネルギー発電所の開発・取得や運営管理に必要となる資金、リ

ザーブ資金、開発期間中のブリッジファイナンスの返済資金が対象となり得る。 
 発電事業者SPCごとにグリーンボンド等を発行し、裏付となるグリーン資産の組替えは行わないこ

ととしている。 
 太陽光発電事業に伴う、環境面の潜在的にネガティブな効果としては、一般的に、大規模な土地造

成に伴う生態系の破壊や悪影響、濁水の流出、光害・景観への悪影響、関連設備からの騒音・振動

などがあげられる。RJが開発を行う発電所では、林地開発や環境保全・文化財保護等に関する法令、

条例等を満たしたうえで発電所の建設を行うほか、近隣住民等への説明を実施しており、環境面や

社会面へのネガティブな効果への対応を行う方針としている。他から取得する発電所についても同

様の対応が取られていることを確認する。 
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2. プロジェクトの評価と選定のプロセス：Process for Project Evaluation and Selection 

 RJは、再生可能エネルギーの専業事業者として「持続可能なエネルギーを届け、生き生きと暮らせ

る未来を実現」することを経営理念に掲げている。その他にも「すべての人を、エネルギーの主人

公に」といったコーポレートスローガンや「低炭素社会への貢献」を目指す環境方針を制定してい

る。 
 RJでは、当該理念や方針に基づき、再生可能エネルギーの普及を通じて、地球環境に留意した持続

可能な社会を実現する事業活動を行っている。 
 グリーンボンド等の対象として選定された事業は再生可能エネルギーであり、RJの理念や方針、実

際の事業活動に即したものとなっている。 
 再生可能エネルギー事業は、高い環境改善効果（CO2削減効果）が見込まれるほか、環境面や社会

面における潜在的にネガティブな効果に配慮して開発、運営が行われる。 
 事業の選定は、営業部が中心となり、関連する各部門（プロジェクトマネジメント、資金調達、発

電所の建設・売却・運営管理などを主管する部門）と協議したうえで事業計画を立案し、経営会議

にて決議するプロセスとなっている。 
 RJの組織図は以下の通り。 
 

 
 

 

 

 

 



  NEWS RELEASE 

7 

■お問合せ先             ： マーケティング本部 カスタマーサービス部    TEL. 03-6273-7471   E-mail. infodept@r-i.co.jp 

■報道関係のお問合せ先   ： 経営企画室（広報担当）  TEL. 03-6273-7273 
株式
会社格付投資情報センター 〒101-0054 東京都千代田区神田錦町三丁目 22 番地 テラススクエア   https://www.r-i.co.jp  

R&I グリーンボンドアセスメントは、グリーンボンドで調達された資金が、環境問題の解決に資する事業に投資される程度に対する R&I の意見であり、事実の表明ではありません。対象
事業の環境効果等を証明するものではなく、環境効果等について責任を負うものではありません。R&I グリーンボンドアセスメントは、信用格付業ではなく、金融商品取引業等に関する内
閣府令第 299 条第 1 項第 28 号に規定される関連業務（信用格付業以外の業務であって、信用格付行為に関連する業務）です。当該業務に関しては、信用格付行為に不当な影響を及ぼさな
いための措置と、信用格付と誤認されることを防止するための措置が法令上要請されています。R&I グリーンボンドアセスメントは、投資判断や財務に関する助言や、投資の是非等の推奨
をするものではありません。R&I は、R&I グリーンボンドアセスメントに際し関連情報の正確性等につき独自の検証を行っておらず、これに関し何ら表明も保証もいたしません。R&I は、
R&I グリーンボンドアセスメント（変更・取り下げ等を含む）に関連して発生する損害等につき、何ら責任を負いません。R&I グリーンボンドアセスメントは、原則として申込者から対価
を受領して実施したものです。なお、詳細につき https://www.r-i.co.jp/docs/policy/site.html をご覧下さい。

 
©Rating and Investment Information, Inc. 

 

 RJ の経営理念、環境方針は、以下の通り。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

経営理念 
  ●Vision ︓私たちが実現したい社会 
    持続可能なエネルギーを届け、⽣き⽣きと暮らせる未来を実現します 

  ●Mission ︓Vision 実現のために、私たちがやるべきこと 
    クオリティの⾼い再⽣可能エネルギー発電所をつくり、安全に運営します 

    ⾦融のノウハウを活かし、再⽣可能エネルギーを広げます 

    再⽣可能エネルギーで地域社会を元気にします 

  ●Value ︓Mission 実⾏のために、私たちが⼤事にする価値 
Resourceful（創意⼯夫） 臨機応変に考え⾏動します 

Renovative（変⾰）  常により良く正しく変わり続けます 

Responsible（責任）  社会の⼀員として責任を果たします 

リニューアブル・ジャパンは⼀企業市⺠として環境に留意します。また、当社は発電所が⽴地する地

域に⽀えられており、地域の環境と調和することは、当社が事業を継続する上で重要なことであると

認識しています。私たちは地域と共に持続可能な低炭素社会を実現することで発展してまいります。 
 

リニューアブル・ジャパン環境⽅針 
●低炭素社会への貢献 

再⽣可能エネルギー事業を通じて、国際社会が⽬指す低炭素社会の実現に貢献します。 

●⻑きにわたる事業を約束 
発電事業にあたり、関連法令やガイドラインなどを遵守した上で、将来にわたり、地域社会や環境に配慮し 

た事業運営を⾏います。 
●⽇々の活動を通じた環境貢献 
 社員が環境意識を⾼め、環境活動を実践します。 
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3. 調達資金の管理：Management of Proceeds 

 グリーンボンド等で調達した資金は、ファイナンス関連契約およびプロジェクト関連契約の規定に

基づき発電事業者SPCの専用口座でプロジェクトごとに管理され、当該グリーンプロジェクトのみ

を対象に充当される。 
 調達資金の引き出しは、各プロジェクトファイナンス契約の前提条件（CP）を充足していることの

確認を経たうえで行われ、厳密に管理される。未充当資金は預金で管理する方針である。 
 投資家に対しては、定期的なプロジェクトの進行状況の報告がなされ、資金の充当状況については、

その都度、必要な承諾を得るとともに充当状況の報告がなされる予定である。 
 

4. レポーティング：Reporting 

 RJでは、グリーンボンド等のレポーティングについて、同社のCSRレポートまたはホームページに

て、グリーンボンドの償還まで継続して年に1回開示することを予定している。 
 レポーティングの主な内容は、①資金充当状況レポーティング、②インパクト・レポーティング（パ

フォーマンスを含む）、の2点である。 
 ①は、資金充当が完了するまで、各回号のプロジェクトごとの充当状況がレポートされる予定

である。 
 ②は、各回号のプロジェクトごとに年間発電量およびCO2削減量が開示される予定である。 
 

 レポ―ティングの開示イメージは、以下の通り。 

  

RJ再生可能エネルギープロジェクトボンド　（レポ―ティング・イメージ） yyyy年mm月末

状況

1回債 ● [●]% 再生可能エネルギー 太陽光 売電中 ● ●

2回債 ● [●]% 再生可能エネルギー 太陽光 売電中 ● ●

3回債(GB) ● [●]% 再生可能エネルギー 太陽光 売電中 ● ●

4回債(GB) ● [●]% 再生可能エネルギー 太陽光 建設中 ● ●

● ●

* 調達資金のうちグリーンプロジェクトへの充当割合。未充当資金は信託勘定内の預金口座にて留保。建設完了時に全額充当予定。
** COD+1年前は予測値、COD+1年後から実績値
***  CO2削減効果＝「年間発電量（kWh）」×「電力の排出係数（t-CO2/kWh）」

①「年間発電量（kWh）」：完工前は予測値、COD後は実績値
②「電力の排出係数」：「電気事業者別排出係数  平成28年度実績・経済産業省公表」における電力会社の実排出係数

CO2削減効果***
（t-CO2/年）

年間発電量**
（kWh/年）

プロジェクト
ボンド

発行額
（億円）

プロジェクト
充当割合*

プロジェクト
カテゴリー
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■グリーンボンドフレームワークに対する評価 （セカンドオピニオン） 
 

R&Iは、R&Iグリーンボンドアセスメントの評価方法に則り、RJの作成するグリーンボンドフレーム

ワークが、グリーンボンド原則等に適合しているか否かの確認を行った。 
 

1. 調達資金の使途：Use of Proceeds 

グリーンボンド等の調達資金が、環境問題の解決に資する事業に投資されるためには、まず調達資金

の充当先である対象事業が、環境問題の解決に資する事業である必要がある。 
 

主な評価の根拠 

 本フレームワークの内容の確認 

 本グリーンボンド等の対象事業の内容の確認 

 

評価 

 本フレームワークでは、調達資金はRJが取り組む再生可能エネルギー事業に関する発電事業者

SPCによる支出に充当される。 

 本件の対象事業は、再生可能エネルギーの一種である太陽光発電事業であり、十分な環境改善効

果（CO2削減効果）が想定できるグリーン適格資産である。 

 R&Iは、（1）対象事業から十分な環境改善効果が見込めるか、（2）開発、運営時において環境面

における潜在的にネガティブな効果への配慮がなされているかについて、対象事業に対するRJの
審査基準に関して面談や書面等にて確認を行った。 

 （1）の観点では、RJによる発電所の適格性判断の方針、体制、実績やO&M 体制等の確認を踏

まえ、グリーンボンドの対象事業として高い環境改善効果（CO2削減効果）が期待できると判断

した。 

 （2）の観点では、開発・運営時に必要な許認可の取得をはじめ周辺環境に配慮した対応がなされ

ていることを確認し、環境面における潜在的にネガティブな効果への配慮がなされていると判断

した。 

 
以上より、本フレームワークにおける調達資金の使途は、グリーンボンド原則等に則ったものとな

っていると判断した。 
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2. プロジェクトの評価と選定のプロセス：Process for Project Evaluation and Selection 

グリーンボンド等の調達資金が、環境問題の解決に資する事業に投資されるためには、発行体がなぜ

対象事業を環境問題に資する事業であると考え、どのようにして選定したのかというプロセスが、明確

かつ合理的である必要がある。 

主な評価の根拠 

 本フレームワークの内容の確認 

 RJの経営理念、コーポレートスローガン、環境方針 
  

評価 

 対象事業は、RJの経営理念、コーポレートスローガン、環境方針に則ったものとなっている。 

 対象事業は、十分な環境改善効果が見込め、環境面や社会面における潜在的にネガティブな効果に

対する配慮がなされている。 

 プロジェクトの評価と選定は、営業部が主管となりプロジェクトごとに関連する部署と協議したう

えで事業計画を立案し、経営会議にて決裁され、組織的な選定プロセスとなっている。 
 

以上より、本フレームワークにおける対象事業の選定のプロセスは、グリーンボンド原則等に則った

ものとなっていると判断した。 
 

3. 調達資金の管理：Management of Proceeds 

グリーンボンド等の調達資金が、環境問題の解決に資する事業に投資されるためには、調達資金が他

の事業に使われず、確実に対象事業に充当される必要がある。 

主な評価の根拠 

 本フレームワークの内容の確認 

  

評価 

 グリーンボンド等で調達した資金は、本件発電事業者SPCの専用口座で管理され、当該グリーン

プロジェクトのみを対象に充当される。そのため、各グリーンボンド等の調達資金は他のプロジ

ェクトと混同することはない。 

 調達資金の引き出しは、各プロジェクトファイナンス契約の前提条件（CP）を充足していること

の確認を経たうえで行われ、厳密に管理される。 

 未充当資金は短期の流動資産である預金で管理される。 

 投資家に対しては、プロジェクトの進行状況および資金の充当状況に関して適宜必要な報告がな

され、適切に管理される。 
 
以上より、本フレームワークにおける調達資金管理の方針は、グリーンボンド原則等に則ったものと
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なっていると判断した。 

4. レポーティング：Reporting 

 グリーンボンド等の調達資金が、調達後、環境問題の解決に資する事業に投資されたことが明らかと

なるためには、どのような事業にいつ充当され、その結果どのような環境改善効果があったかを、発行

体がレポーティングすることが期待される。 
  

主な評価の根拠 

 本フレームワークの内容の確認 

 レポ―ティングの開示予定内容の確認 

  

評価 

 本グリーンボンド等のレポーティングは、グリーンボンドの償還まで継続して年に一度、RJの
CSRレポートまたはホームページにて行われる予定である。 

 内容は、各回号のプロジェクトごとに、資金充当状況レポーティングとインパクト・レポーティ

ング（年間発電量およびCO2削減量）が行われるというものであり、妥当な内容となっている。 

 
以上より、本フレームワークにおけるレポーティングは、グリーンボンド原則等に則ったものとなっ

ていると判断した。 
 
 

＜総合評価＞ 
R&Iは、本フレームワークが、グリーンボンド原則等に則ったものとなっていると判断した。 
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■ 本グリーンボンドおよびグリーンローンに対する評価 

R&Iは、R&Iグリーンボンドアセスメントの評価方法に則り、グリーンボンドおよびグリーンローン

（以下総称して、グリーンボンド等）において予定されている発行額や期間、具体的な対象プロジェク

トの内容や充当スケジュール等が、本フレームワークの内容に則ったものとなっているか確認を行った。

また、本フレームワークの内容や本グリーンボンド等における具体的な対応の内容を踏まえ、本グリー

ンボンド等で調達された資金が、環境問題の解決に資する事業に投資される程度に対する評価を行った。 
本件の対象プロジェクトはプロジェクトファイナンス案件としての信用格付（予備格付）を併せて取

得している。対象プロジェクトの実現可能性については、予備格付付与にあたってプロジェクトの事業

性等の検証がなされていることからも、十分な環境効果が見込まれる。 
 

1. 調達資金の使途：Use of Proceeds  
 本グリーンボンド等の対象プロジェクトは、12サイトの太陽光発電事業である。本フレームワーク

における対象事業である太陽光発電所の発電事業者SPCにかかる支出（建設資金及び取得資金）が

対象として選定されており、グリーンボンドフレームワークに則った内容となっている。 

＜12サイトの所在地＞ 

所在地 

鹿児島県曽於郡大崎町及び志布志市有明町 

鹿児島県出水市野田町 

三重県志摩市阿児町 

三重県四日市市山田町 

三重県度会郡玉城町 

長野県上伊那郡辰野町 

静岡県伊豆市大野字阿原野 

茨城県水戸市平須 

栃木県那須塩原市 

栃木県大田原市 

福島県東白川市塙町 

岩手県一関市花泉町 

 
 R&Iは、本フレームワークに対する評価と同様に、（1）対象事業から十分な環境改善効果が見込め

るか、（2）開発、運営時において環境面における潜在的にネガティブな効果への配慮がなされてい

るか、を確認した。 
 この結果、事業用地の確保、発電設備の内容、テクニカルレポートの内容、O&M体制等を踏まえ対

象プロジェクトは十分な事業性を有し、環境改善効果（CO2削減効果）が見込まれると判断した。

また、環境面における潜在的にネガティブな効果に対しても配慮して開発、取得、運営がなされて

いること（希少野生動植物の移設、反射光への配慮、地域住民への配慮等）をプロジェクト関連資
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料および実査により確認し、適切な環境への配慮がなされていると判断した。 
 
以上より、本グリーンボンド等の資金使途は、環境問題の解決に資する程度が特に優れていると判

断した。 
 

2. プロジェクトの評価と選定のプロセス：Process for Project Evaluation and Selection 
 本グリーンボンド等は、発行体が定めた本フレームワークに基づき、営業部と本プロジェクトの関

連部署の協議のうえ、経営会議の決裁を経てプロジェクトが選定されていることを確認した。 
 R&Iは、本グリーンボンド等のプロジェクトの評価と選定のプロセスは、明確かつ合理的であり、

優れていると判断した。 
 

3. 調達資金の管理：Management of Proceeds  
 本グリーンボンド等は、発行体が定めた本フレームワークおよび本件ファイナンス関連契約に基づ

き、本プロジェクト専用で調達資金が管理される予定であることを確認した。 
 本プロジェクト総額は、本グリーンボンド等による調達資金を上回っている。また、調達後直ちに、

12サイトの太陽光発電所の取得資金として充当される。R&Iは、本グリーンボンド等の調達資金の

管理方法は、適切に定められており、特に優れていると判断した。 
 

4. レポーティング：Reporting  

 本グリーンボンド等は、発行体が定めた本フレームワークに基づき、グリーンボンドが償還するま

で継続して年に1度、資金充当状況と環境改善効果を含むレポーティングが行われる予定であるこ

とを確認した。 
 R&Iは、本グリーンボンド等のレポーティング方針は、内容、頻度の面から優れていると判断した。 

 

5. 発行体の環境活動  
グリーンボンド等の調達資金が、環境問題の解決に資する事業に投資される程度は、発行体の環境

活動への取組み姿勢や取組み実績が影響すると考えられる。これは、環境活動に関心が高く実績のあ

る発行体の方が、調達資金を環境問題の解決に資する事業に充当し、遂行する可能性が高いと考える

ためである。 
 RJは、再生エネルギー専業事業者として、経営理念やコーポレートスローガン、環境方針を制定し、

再生可能エネルギーの普及を通じて、地球環境に留意した持続可能な社会や低炭素社会への貢献を

掲げている。 
 実際にこれまで国内102カ所の稼働済太陽光発電所を有し（2020年5月1日時点）、一部の開発案件

では自らEPC業務を担っている。近年では、太陽光発電と農業を両立する営農型発電（ソーラーシ

ェアリング）事業を他社と共同で手掛けるなど先進的な取り組みを行っている。 
 また、再生可能エネルギー施設を重点的な投資対象とするインフラ投資法人を設立するなどRJグル

ープの中核企業として太陽光発電事業を積極的に推進している。 
 2019年12月18日に当社の代表取締役社長眞邉勝仁氏を代表理事として、5社共同で業界団体の一般

社団法人再生可能エネルギー長期安定電源推進協会を設立するなど、さらなる再生可能エネルギー

の普及拡大等に向けた活動を続けている。以上より、RJの環境活動への取組み姿勢は優れていると

判断した。 
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＜総合評価＞ 
以上より、本グリーンボンド等は、発行体が定めた本フレームワークに基づき発行される予定であり、

グリーンボンド原則等の 4 要件に適合したグリーンボンド等であると判断した。 
また、R&I は、R&I グリーンボンドアセスメントに則り、本グリーンボンド等の評価を行った。各項

目の評価を基に総合評価を行い、R&I は評価対象のグリーンボンド等の調達資金が、環境問題の解決に

資する事業に投資される程度が非常に高いと判断し、GA1（予備評価）を付与した。各項目における評

価は、下記の通りである。 
 
【項目別評価】 

各項目を5段階で評価し、 （最上位）から （最下位）で表示している。 
項目 評価 概要 

調達資金の使途  

対象となる太陽光発電所は、十分な環境改

善効果が見込めるほか、環境面における潜

在的にネガティブな効果に配慮して開発、

運営がなされている。環境問題の解決に資

する程度が特に優れていると判断した。 

プロジェクトの評価と 
選定のプロセス  

本グリーンボンド等のプロジェクトの評価

と選定のプロセスは、明確かつ合理的であ

り、優れていると判断した。 

調達資金の管理  

本グリーンボンド等の調達資金の管理方法

は、適切に定められており、特に優れてい

ると判断した。 

レポーティング  

本グリーンボンド等のレポーティング方針

は、内容、頻度の面から優れていると判断

した。 

発行体の環境活動  

環境に関する方針・体制を構築し、事業を

通じた環境活動を積極的に推進している。

発行体の環境活動への取組み姿勢は、優れ

ていると判断した。 

 
 
 R&Iグリーンボンドアセスメントの評価方法は以下のホームページに公開されています。 

https://www.r-i.co.jp/rating/products/green_bond/assessment.html 
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【留意事項】 
 R&I の R&I グリーンボンドアセスメントは、グリーンボンドで調達された資金が、環境問題の解決に資する事業に投資される程度に対する R&I の
意見です。R&I グリーンボンドアセスメントでは、グリーンボンドフレームワークに関してのセカンドオピニオンを付随的に提供する場合があります。

対象事業の環境効果等を証明するものではなく、環境効果等について責任を負うものではありません。R&I グリーンボンドアセスメントは、信用格付

業ではなく、金融商品取引業等に関する内閣府令第 299 条第 1 項第 28 号に規定される関連業務（信用格付業以外の業務であって、信用格付行為に関

連する業務）です。当該業務に関しては、信用格付行為に不当な影響を及ぼさないための措置と、信用格付と誤認されることを防止するための措置が

法令上要請されています。 
 R&I グリーンボンドアセスメントは、いかなる意味においても、現在・過去・将来の事実の表明ではなく、またそのように解されてはならないもの

であるとともに、投資判断や財務に関する助言を構成するものでも、特定の証券の取得、売却又は保有等を推奨するものでもありません。R&I グリー

ンボンドアセスメントは、特定の投資家のために投資の適切性について述べるものでもありません。R&I は R&I グリーンボンドアセスメントを行う

に際し、各投資家において、取得、売却又は保有等の対象となる各証券について自ら調査し、これを評価していただくことを前提としております。投

資判断は、各投資家の自己責任の下に行われなければなりません。 
 R&I が R&I グリーンボンドアセスメントを行うに際して用いた情報は、R&I がその裁量により信頼できると判断したものではあるものの、R&I は、

これらの情報の正確性等について独自に検証しているわけではありません。R&I は、これらの情報の正確性、適時性、網羅性、完全性、商品性、及び

特定目的への適合性その他一切の事項について、明示・黙示を問わず、何ら表明又は保証をするものではありません。 
 R&I は、資料・情報の不足や、その他の状況により、R&I の判断で R&I グリーンボンドアセスメントを保留したり、取り下げたりすることがあり

ます。 
 R&I は、R&I が R&I グリーンボンドアセスメントを行うに際して用いた情報、R&I の R&I グリーンボンドアセスメントその他の意見の誤り、脱

漏、不適切性若しくは不十分性、又はこれらの情報や R&I グリーンボンドアセスメントの使用、あるいは R&I グリーンボンドアセスメントの変更・

保留・取り下げ等に起因又は関連して発生する全ての損害、損失又は費用（損害の性質如何を問わず、直接損害、間接損害、通常損害、特別損害、結

果損害、補填損害、付随損害、逸失利益、非金銭的損害その他一切の損害を含むとともに、弁護士その他の専門家の費用を含むものとします）につい

て、債務不履行、不法行為又は不当利得その他請求原因の如何や R&I の帰責性を問わず、いかなる者に対しても何ら義務又は責任を負わないものと

します。 
 R&I グリーンボンドアセスメントは、原則として申込者から対価を受領して実施したものです。 
 
【専門性・第三者性】 
 R&I は 2016 年に R&I グリーンボンドアセスメント業務を開始して以来、多数の評価実績から得られた知見を蓄積しています。2017 年から ICMA
（国際資本市場協会）に事務局を置くグリーンボンド原則／ソーシャルボンド原則にオブザーバーとして加入しています。2018 年から環境省のグリ

ーンボンド等の発行促進体制整備支援事業の発行支援者（外部レビュー部門）に登録しています。 
 R&I の評価方法、評価実績等については R&I のウェブサイト（https://www.r-i.co.jp/rating/esg/index.html）に記載しています。 
 R&I と資金調達者との間に利益相反が生じると考えられる資本関係及び人的関係はありません。 
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グリーンボンド／グリーンボンド・プログラム 

独立した外部レビューフォーム 

 

セクション  1.  基本情報 

発行体名：リニューアブル・ジャパン株式会社 

グリーンボンドの ISIN又は  発行体のグリーンボンド発行に関するフレームワーク名（該当する場

合）：   

独立した外部レビュー実施者名：格付投資情報センター 

本フォーム記入完了日：  2020年 8 月 31日 

レビュー発表日：2020年 8月 31日 

 

セクション  2.  レビュー概要 

レビュー範囲 

必要に応じて、レビューの範囲を要約するために以下の項目を利用又は採用する。 

本レビューでは、以下の要素を評価し、グリーンボンド原則（以下、GBP）との整合性を確認した： 

☒  調達資金の使途  ☒  プロジェクトの評価と選定のプロセス 

☒  調達資金の管理  ☒  レポーティング 

 

独立した外部レビュー実施者の役割 

☒  セカンドオピニオン  ☐  認証 

☐  検証  ☒  スコアリング/レーティング（格付け） 

☐  その他（ご記入ください）：     

注記：複数のレビューを実施又は異なる複数のレビュー実施者が存在する場合、それぞれ別々の用紙にご記
入ください。 

Latest update: June 2018 
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レビューのエグゼクティブサマリおよび／またはレビュー全文へのリンク （該当する場合） 

【R&I グリーンボンドアセスメント】 
R&I は、R&I グリーンボンドアセスメントに定める評価方法に従い、本グリーンボンド等の調達

資金が環境問題の解決に資する事業に投資される程度が非常に高いと判断し、GA1（本評価）を付

与した。 
 
【グリーンボンド原則等に適合する旨のセカンドオピニオン】 
また、グリーンボンドフレームワークがグリーンボンド原則等に則ったものである旨のセカンド

オピニオンを提供する。 
 
レビュー全文は、本リリースの本文を参照。 

 

セクション  3.  レビュー詳細 

レビュー実施者には可能な限り以下の情報を提供し、レビュー範囲を説明するためにコメントセクションを
利用するよう推奨する。 

1.  調達資金の使途 

セクションに関する全般的なコメント（該当する場合）： 

＜本フレームワークについて＞ 
本フレームワークでは、調達資金は RJ が取り組む再生可能エネルギー事業に関する発電事業者

SPC による支出に充当される。 
本件の対象事業は、再生可能エネルギーの一種である太陽光発電事業であり、十分な環境改善効

果（CO2 削減効果）が想定できるグリーン適格資産である。 
R&I は、（1）対象事業から十分な環境改善効果が見込めるか、（2）開発、運営時において環境面

における潜在的にネガティブな効果への配慮がなされているかについて、対象事業に対する RJ の

審査基準に関して面談や書面等にて確認を行った。 
（1）の観点では、RJ による発電所の適格性判断の方針、体制、実績や O&M 体制等の確認を踏

まえ、グリーンボンドの対象事業として高い環境改善効果（CO2 削減効果）が期待できると判断し

た。 
（2）の観点では、開発・運営時に必要な許認可の取得をはじめ周辺環境に配慮した対応がなさ

れていることを確認し、環境面における潜在的にネガティブな効果への配慮がなされていると判断

した。 
 

以上より、本フレームワークにおける調達資金の使途は、グリーンボンド原則等に則ったものとな

っていると判断した。 
 
 
＜本グリーンボンド等について＞ 
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本グリーンボンド等の対象プロジェクトは、12 サイトの太陽光発電事業である。本フレームワー

クにおける対象事業である太陽光発電所の発電事業者 SPC にかかる支出（建設資金及び取得資金）

が対象として選定されており、グリーンボンドフレームワークに則った内容となっている。R&I は、

本フレームワークに対する評価と同様に、（1）対象事業から十分な環境改善効果が見込めるか、（2）
開発、運営時において環境面における潜在的にネガティブな効果への配慮がなされているか、を確

認した。 
この結果、事業用地の確保、発電設備の内容、テクニカルレポートの内容、O&M 体制等を踏ま

え対象プロジェクトは十分な事業性を有し、環境改善効果（CO2 削減効果）が見込まれると判断し

た。また、環境面における潜在的にネガティブな効果に対しても配慮して開発、取得、運営がなさ

れていること（希少野生動植物の移設、反射光への配慮、地域住民への配慮等）をプロジェクト関

連資料および実査により確認し、適切な環境への配慮がなされていると判断した。 
 

以上より、本グリーンボンド等の資金使途は、環境問題の解決に資する程度が特に優れていると判

断した。 
 

GBPによる調達資金の使途カテゴリ： 

☒  再生可能エネルギー 
 

☐  エネルギー効率   
 

☐  汚染防止および管理 
 

☐  生物自然資源および土地利用に係る環

境持続型管理 
 

☐  陸上および水生生物の多様性の保全 
 
 

☐  クリーン輸送 

☐  持続可能な水資源および廃水管理 
 
 

☐  気候変動への適応 
 

☐  高環境効率商品、環境適応商品、環境に配

慮した生産技術およびプロセス 
 

☐  グリーンビルディング（環境配慮型ビ

ル） 
 

☐  発行時には知られていなかったが現在 GBP

カテゴリへの適合が予想されている、又は、

GBP でまだ規定されていないその他の適格

分野 

☐  その他（ご記入ください）： 
 

GBP の事業区分に当てはまらない場合で、環境に関する分類がある場合は、ご記入ください： 
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2.  プロジェクトの評価と選定のプロセス 

セクションに関する全般的なコメント（該当する場合）： 

＜本フレームワークについて＞ 
対象事業は、RJ の経営理念、コーポレートスローガン、環境方針に則ったものとなっている。 
対象事業は、十分な環境改善効果が見込め、環境面や社会面における潜在的にネガティブな効果

に対する配慮がなされている。 
プロジェクトの評価と選定は、営業部が主管となりプロジェクトごとに関連する部署と協議した

うえで事業計画を立案し、経営会議にて決裁され、組織的な選定プロセスとなっている。 
以上より、本フレームワークにおける調達資金の使途は、グリーンボンド原則等に則ったものと

なっていると判断した。 
 

＜本グリーンボンド等について＞ 
本グリーンボンド等は、発行体が定めた本フレームワークに基づき、営業部と本プロジェクトの

関連部署の協議のうえ、経営会議の決裁を経てプロジェクトが選定されていることを確認した。 
R&I は、本グリーンボンド等のプロジェクトの評価と選定のプロセスは、明確かつ合理的であり、

優れていると判断した。 
 

 

評価と選定 

☒  十分な発行体の環境面での持続可能性

に係る目標がある 

☒  文書化されたプロセスにより、定義された事

業区分にプロジェクトが適合すると判断さ

れる 

☒  グリーンボンドの適格プロジェクトを

定義した透明性の高いクライテリアが

ある 

☒  文書化されたプロセスにより、プロジェクト

に関連する潜在的な ESGリスクは特定・管

理される 

☒  プロジェクトの評価と選定のためのク

ライテリアの概要が、公表される 

☐  その他（ご記入ください）： 

責任およびアカウンタビリティに関する情報   

☐  外部機関の助言または検証を受けた評

価／選定基準である 

☒  組織内で定められた評価基準である 

☐  その他（ご記入ください）： 
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3.  調達資金の管理 

セクションに関する全般的なコメント（該当する場合）： 

 
＜本フレームワークについて＞ 
グリーンボンド等で調達した資金は、本件発電事業者 SPC の専用口座で管理され、当該グリー

ンプロジェクトのみを対象に充当される。そのため、各グリーンボンドの調達資金は他のプロジェ

クトと混同することはない。 
調達資金の引き出しは、各プロジェクトファイナンス契約の前提条件（CP）を充足していること

の確認を経たうえで行われ、厳密に管理される。 
未充当資金は短期の流動資産である預金で管理される。 
投資家に対しては、プロジェクトの進行状況および資金の充当状況に関して適宜必要な報告がな

され、適切に管理される。 
以上より、本フレームワークにおける調達資金管理の方針は、グリーンボンド原則等に則ったも

のとなっていると判断した。 
 
＜本グリーンボンド等について＞ 
本グリーンボンド等は、発行体が定めた本フレームワークおよび本件ファイナンス関連契約に基

づき、本プロジェクト専用で調達資金が管理される予定であることを確認した。 
本プロジェクト総額は、本グリーンボンド等による調達資金を上回っている。また、調達後直ちに、

12 サイトの太陽光発電所の取得資金として充当される。R&I は、本グリーンボンド等の調達資金の管

理方法は、適切に定められており、特に優れていると判断した。 
 

調達資金の追跡管理： 

☒  グリーンボンドの調達資金は、発行体により適切な方法で分別又は追跡管理される 

☒  未充当資金について、想定される一時的な運用方法の種類が開示される 

☐  その他（明記ください）： 

追加的な開示： 

☒  将来の投資にのみ充当  ☐  既存および将来の投資に充当 

☒  個別単位の支出に充当  ☐  ポートフォリオ単位の支出に充当 

☐  未充当資金のポートフォリオを開示す

る 

☐  その他（ご記入ください）： 
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4.  レポーティング 

セクションに関する全般的なコメント（該当する場合）： 

＜本フレームワークについて＞ 
本グリーンボンド等のレポーティングは、グリーンボンドの償還まで継続して年に一度、RJのCSR

レポートまたはホームページにて行われる予定である。 
内容は、各回号のプロジェクトごとに、資金充当状況レポーティングとインパクト・レポーティ

ング（年間発電量および CO2 削減量）が行われるというものであり、妥当な内容となっている。 
 

以上より、本フレームワークにおけるレポーティングは、グリーンボンド原則等に則ったものとな

っていると判断した。 
＜本グリーンボンド等について＞ 
本グリーンボンド等は、発行体が定めた本フレームワークに基づき、年に 1 度、資金充当状況と

環境改善効果を含むレポーティングが行われる予定であることを確認した。 
R&I は、本グリーンボンド等のレポーティング方針は、内容、頻度の面から優れていると判断し

た。 

 

調達資金の使途に関するレポーティング： 

☒  プロジェクト単位  ☐  プロジェクトポートフォリオ単位 

☐  個別債券単位  ☐  その他（明記ください）： 

  レポーティングされる情報： 

  ☒  充当した資金の額  ☐  投資総額に占めるグリーンボンドによる調

達額の割合 

  ☐  その他（明記ください）：     

  頻度： 

  ☒  年次  ☐  半年に一度 

  ☐  その他（明記ください）：     
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をするものではありません。R&I は、R&I グリーンボンドアセスメントに際し関連情報の正確性等につき独自の検証を行っておらず、これに関し何ら表明も保証もいたしません。R&I は、
R&I グリーンボンドアセスメント（変更・取り下げ等を含む）に関連して発生する損害等につき、何ら責任を負いません。R&I グリーンボンドアセスメントは、原則として申込者から対価
を受領して実施したものです。なお、詳細につき https://www.r-i.co.jp/docs/policy/site.html をご覧下さい。
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環境改善効果に関するレポーティング： 

☒  プロジェクト単位  ☐  プロジェクトポートフォリオ単位 

☐  個別債券単位  ☐  その他（明記ください）： 

  頻度： 

  ☒  年次  ☐  半年に一度 

  ☐  その他（明記ください）：       

  レポーティングされる情報（計画又は実績）： 

  ☒  温室効果ガス排出量／削減量    ☐    エネルギー削減量 

  ☐  水使用量の減少  ☒    その他 ESG指標（明記ください）：年間発電

量 

 

開示方法 

☐  財務報告書に掲載  ☐  サステナビリティ報告書に掲載 

☐  臨時に発行される文書に掲載  ☒  その他（明記ください）：ウェブサイト 

☐  レポーティングは外部レビュー済（該当する場合は、レポートのどの部分が外部レビューの
対象であるか明記してください）： 

 

該当する場合は、「有益なリンク」のセクションに、報告書の名称、発行日を明記してください。 

 

有益なリンク  （例えば、  レビュー実施者の評価方法や実績、発行体の文書等。） 

R&I グリーンボンドアセスメント評価方法 

https://www.r-i.co.jp/rating/products/green_bond/assessment.html 
 

該当する場合は、利用可能なその他外部レビューをご記入ください 

実施されるレビューの種類： 

☐  セカンドオピニオン  ☐  認証 

☐  検証  ☐  スコアリング/レーティング（格付け） 

☐  その他（ご記入ください）： 

 

レビュー実施者：  発表日： 
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■お問合せ先             ： マーケティング本部 カスタマーサービス部    TEL. 03-6273-7471   E-mail. infodept@r-i.co.jp 

■報道関係のお問合せ先   ： 経営企画室（広報担当）  TEL. 03-6273-7273 
株式
会社格付投資情報センター 〒101-0054 東京都千代田区神田錦町三丁目 22 番地 テラススクエア   https://www.r-i.co.jp  

R&I グリーンボンドアセスメントは、グリーンボンドで調達された資金が、環境問題の解決に資する事業に投資される程度に対する R&I の意見であり、事実の表明ではありません。対象
事業の環境効果等を証明するものではなく、環境効果等について責任を負うものではありません。R&I グリーンボンドアセスメントは、信用格付業ではなく、金融商品取引業等に関する内
閣府令第 299 条第 1 項第 28 号に規定される関連業務（信用格付業以外の業務であって、信用格付行為に関連する業務）です。当該業務に関しては、信用格付行為に不当な影響を及ぼさな
いための措置と、信用格付と誤認されることを防止するための措置が法令上要請されています。R&I グリーンボンドアセスメントは、投資判断や財務に関する助言や、投資の是非等の推奨
をするものではありません。R&I は、R&I グリーンボンドアセスメントに際し関連情報の正確性等につき独自の検証を行っておらず、これに関し何ら表明も保証もいたしません。R&I は、
R&I グリーンボンドアセスメント（変更・取り下げ等を含む）に関連して発生する損害等につき、何ら責任を負いません。R&I グリーンボンドアセスメントは、原則として申込者から対価
を受領して実施したものです。なお、詳細につき https://www.r-i.co.jp/docs/policy/site.html をご覧下さい。
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GBP で定義された独立した外部レビュー機関の役割について 

(i) セカンドオピニオン：発行体の支配下にない環境面の専門性を有する機関がセカンドオピニ

オンを提供する。オピニオンの提供者は発行体のグリーンボンドフレームワーク構築のため

のアドバイザーから独立しているべきである。そうでなければ情報隔壁を設けるなど、セカ

ンドオピニオンの独立性を確保するための措置をとることになる。オピニオンは通常はGBP

への適合性評価を基本とする。特に環境面での持続可能性に関する包括的な目標、戦略、方

針、プロセスの評価と、調達資金を充当するプロジェクトの種類に応じた環境面の特徴に対

する評価を含むことができる。 

(ii) 検証：発行体は、事業プロセスや環境基準などに関連づけて設定する基準に対して独立した

検証を受けることができる。検証は、内部基準や外部基準あるいは発行体が作成した要求と

の適合性に焦点を当てるものになる。また原資産の環境面での持続可能性に係る特徴につい

ての評価を検証と称し、外部クライテリアを参照することがある。さらにグリーンボンドで

調達される資金の内部追跡管理方法とその資金の充当状況、環境面での影響、GBPのレポー

ティングとの適合性に関する保証や証明も検証と呼ぶことがある。 

(iii) 認証：発行体は、グリーンボンドやそれに関連するグリーンボンド・フレームワーク、また

は調達資金の使途について、一般に認知されているグリーン基準やグリーンラベルへの適合

性に係る認証を受けることができる。グリーン基準やグリーンラベルは具体的なクライテリ

アを定義したもので、通常は認証クライテリアとの適合性を、検証などの手法を用いて、資

格認定された第三者機関が確認する。 

(iv) スコアリング/レーティング（格付け）：発行体は、グリーンボンド、それに関連するグリ

ーンボンド・フレームワーク、調達資金の使途などの特徴について、専門的な調査機関や格

付機関の資格を有する第三者機関から、それぞれの機関が確立した評価手法に基づく査定や

評価を受けることができる。評価結果には、環境面のパフォーマンスデータ、GBPに関連す

るプロセス、2℃目標のようなベンチマークなどに焦点を当てたものが含まれることがある。

このようなスコアリングや格付は、信用格付（たとえその中に重要な環境面のリスクが反映

されているとしても）とはまったく異なったものである。 

 
 


